
朝、一人の人物が鍛錬をしていた

「せいっ！はぁ！！」

彼女の名は呂兎、かつて月においての鬼神、またはバトルマスターとも謡われた最強の武を誇るとされた猛将である
太古の月での戦争において、その猛り狂う武を存分に振るい、当時の月人を恐怖のどん底に突き落としたが、月人の狡猾な策に嵌り、敗死した経緯がある

「…ふんっかつての戦争に比べれば、今のなんとぬるい事よ…」

後に謎の人物により蘇生させられ、現代のパラレルワールドにて復活を遂げ、現在に至る
現代に蘇った今でも鍛錬は欠かさず行っている、己の武を少しも曇らせたくないが故だろう

「さて、今日はこれでいいだろう、Yeenを探しに出かけるぞ」

Yeenという名を口にした呂兎、現在はYeenと決着をつけるべく執拗に追い回しているが、なんやかんやでその決着は後回しになるばかりである
ここでYeenという人物について少しだけ掘り下げておこう、彼もまた相当な実力者で、呂兎が強敵(とも)と認めている数少ない存在である
だからこそ彼と決着を付け、自身の強さを現代に証明する事が、彼女の一つの目標となっているようだ

「今日こそは決着を付けてやる…」

こう意気込んではいるが、このセリフを吐いたその時には既に失敗フラグが立っている、是非もなし
…
こうしてYeenを探しにでかけた呂兎であったが、やはりというか事件が起きた。
ｷｬｰ、ﾀﾞﾚｶﾀｽｹﾃｰ
ｸﾞﾍﾍﾍｰ
女性が変質者に襲われるというテンプレ事件である

「…ゴミは掃除しておかねばならぬか…」

ここで呂兎の性格についても一つ掘り下げておこう。
強き者との戦い、己の武を世に知らしめる事を喜びとする彼女だが、先のような愚か者が世に蔓延る事も酷く嫌う

「いやー！」
「さあ、おとなしくかっ」

ｻﾞｼｭｯ！
呂兎の方天画戟の斬撃が変質者に当たり、変質者はほどなくして倒れた

「ﾁｰﾝ」
「あっありがとうございます！」
「ふんっ次はこのようなカスに襲われないようにしろ」
「はい！」

とこのように言葉使いは荒い彼女だが、その心根は年頃の少女らしい心優しさも備わっている
…
事件を解決し、再び歩き出した彼女は、とある人物と遭遇した

「あっ呂兎ちゃんだ〜♪」
「なんだ、変な女じゃないか」
「変な女呼びはやめてください〜！ぷく〜！」
「その頬を膨らますその行動がまさに変だ」
「も〜、からかってくれちゃって〜」

呂兎に弄られている彼女は黒白雛、黒と白の形態を併せ持つ特殊能力者である
この世界線にて出会い、紆余曲折を経た今では呂兎が大切にしている女性である
黒白雛を守る為ならば命を投げ出す事すら惜しむ事はないだろう。
ただ、それは黒白雛にとっての呂兎も同様である

「…最近無茶してるみたいだけど、駄目よ、呂兎ちゃんが苦しんでたりしてたら私も悲しいもの」
「むっそうか…心配をかけている事は済まないとは思う」

このように会話を交わす二人、そう、呂兎は己の武への自信と、死をも厭わない覚悟が影響し、よく無理をするのである
その際に窮地に陥り、そこをYeenに救われるという事も度々起きているのがその証拠だ

「Yeenさんだってあなたが傷ついてるのを見たらきっと悲しむと思うわ」
「ふんっ別に同情等いらんのだがな…」
「もう、そういう所だよ、呂兎ちゃん…」

このようによく皆を心配させる所は、呂兎の悪癖の一つであると言っていい

「あっそろそろ公園につくわね」
「そうか、ではここでお別れだな」
「うんっまたね、呂兎ちゃん♪」
「おう、またな」

黒白雛と別れた呂兎は改めてYeenを探しに行く
…
そして、遂にYeenを見つけるのであった

「見つけたぞYeen、今度こそ蹴りを付ける！」
「ん、呂兎じゃないか、今日は付き合えるぜ！」
「相変らず呑気な奴だな！」

そして、いつものように戦闘を開始したのであった
Yeenと呂兎の関係はなかなか不思議なもので、敵同士であり、友であり、良きパートナー同士でもある
このような関係になったのは、やはり呂兎自身が窮地を幾度かYeenに救われた事が影響しているだろう
呂兎は先ほど述べたようによく無茶をするので、敵の罠に嵌り、捕まってしまう事もしばしばある
呂兎自身はこの状況に陥った場合も気丈に振る舞い、敵を威圧はするが
やはり年頃の少女、本心はやはり怖いのである、過去に一度死を経験したとはいえ、死への恐怖はそうそうぬぐえるものではない
それに加え、Yeenとの決着という未練も彼女を追い詰める、決着を付けられなかったという心残り
そして、もはや生きるという事を諦めざるを得ない絶望が、彼女の心を圧迫する
その影響でYeenに何度も救出される内に、いつしかYeenに対して言葉に出来ないような感情が芽生えて行ったのである
それは恋か、それとも尊敬か、それを知るすべは、まだ我々にはないのである
そして、しばらくした後、結局勝負は引き分けに終わり、決着は持ち越しとなった

「はぁ〜、やっぱつええな呂兎」
「ふんっ貴様こそ、強敵足りえる実力だな」
「…それだけ強いのに、よくお前は攫われたりするよな()」
「それは…奴らが卑劣な策略をやるからだっ」
「少しは警戒しろよ…ただでさえお前の力や美貌は知れ渡っててよく狙われるってのに」
「なっ…貴様、力はともかく、びっ美貌等、貴様まで変態になったか！？」
「違うって！そんなんじゃねえって！俺はただ心配してるだけでな」
「ええい、もう良いわ！今日は帰る！！」

…こうしてみると完全に夫婦漫才である

「はいはい、またな」
…
やはりというか今回もYeenとの決着はつけられなかった
…というよりは、呂兎の心のどこかで、決着を付けるという事を恐れている所もあるかもしれない
決着を付ける、それ即ちYeen、もしくは呂兎の死
そうでなくとも、呂兎にとっての生きがいが一つ消える事になる
もしかすれば、その事もあり、わざと決着を付けない所も呂兎にあるのかもしれない
Yeenも恐らくはそれを薄々感づいている、だからこそあのような飄々とした反応ができるのだろう

「…帰るか」

こうして呂兎は帰路につく、これが彼女の現在の生活スタイルである
この生活がかつてに比べ、ぬるいものであるのは彼女も分かっている事ではあるが

「…今日も悪くない気分だ(´ω`)」

少なくとも、呂兎はこの生活を満喫し、楽しんでいるのは間違いなさそうである
今回の話はこれで終わりであるが、呂兎は未だ多くの謎を残している
その謎については今後の話で少しずつ明かされて行くであろう
この事について触れつつ、今回の話は終幕とさせて頂こう

「…寝るか」

では、おやすみなさい

Fin
